
（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

（受付時間：土日祝祭日及び会社休業日を除く平日10:00～18:00）

専用ホームページ https://yutai.gmo.jp/
お問い合わせ先 03-6633-4355

⃝株主優待はこちら（GMOインターネットグループ株式会社 株主優待事務局）

0120-782-031（フリーダイヤル）

⃝株式事務手続きはこちら（三井住友信託銀行株式会社 証券代行部）

6、12月末日において1単元以上所有の株主様に対し、株主優待関連
書類を郵送にて送付しています（郵送の目安：6月末「権利確定」→ 
9月下旬／12月末「権利確定」→3月中旬）。下記1～4の内容すべて
を併用いただくと12,100円相当と大変お得な内容になっております。

1　四半期配当

2.�GMOクリック証券における当社株式買付手数料キャッシュバック
1.GMOコインにおけるビットコイン付与2,100円分

3.GMOクリック証券での売買手数料キャッシュバック
4.�GMOインターネットグループがご提供する各種サービスのご利用料

※ 株主優待の申請手続きやより詳しい情報につきましては専用ホーム
ページをご確認ください。▶https://yutai.gmo.jp/

2　株主優待

詳細につきましては同封の「株主優待のご案内」
に記載の内容をご覧ください。ご利用方法やお
得なサービス等をご紹介しています。

「株主優待のご案内」もご覧ください。

※ ログインには「株主番号」「郵便番号」が必要となります。
株主番号につきましては同封の「配当金計算書」をご参照
ください。または、三井住友信託銀行株式会社（下記連絡
先ご参照）でもご案内しております。

3　お問い合わせ先
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▼期初方針に基づき16.8円の配当

2025年1月1日

2025年6月30日

第 2 四 半期決算報告
2025年 12月期

2025

（単位：円） １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 配当総額

2025年 17.6 16.8 — — 34.4

2024年 17.2 6.9 7.7 10.0 41.8

第一想起ブランド確立への積極展開 株主様向けインフォメーション
「ネットのセキュリティもGMO」プロジェクトは、セキュリティ事業各社
が持つ高度な技術を結集したプロダクトの投入とイベント開催を連続
的に実施し、脅威対策を強力に推進することで、第一想起ブランドの
確立を目指すものです。ここでは、直近のプロダクトをご紹介します。

GMOブランドセキュリティ株式会社は、「GMO
『.貴社名』申請・運用支援サービス」の提供を
2025年5月より開始しました。本サービス
は、インターネットの国際管理機関「ICANN」
がブランドTLD（トップレベルドメイン）の申請
受付を2026年春に実施することを受け、企
業や団体が独占利用可能な「ドット会社名」の形でのドメイン取得をワンス
トップでサポートするものです。ブランドTLDの申請受付は14年ぶりで、イン
ターネット上の「超一等地」を取得する10年に一度のチャンスと言えます。な
りすまし防止やフィッシング対策としても極めて有効であり、ぜひ多くのお客
様にご活用いただくべく、グループを挙げて取り組みを進めています。

GMOサイバーセキュリティ byイエ
ラエは、ALSOK株式会社と共同で、
物理空間からサイバー空間まで一気
通貫で不正侵入リスクを可視化する
セキュリティ診断サービス「ALSOK 
& GMO サイバー物理ペネトレー
ションテスト」を開発し、2025年7月よりお客様への提案を開始しました。ペ
ネトレーションテストは、攻撃者の手法を模してシステムやネットワークに侵入
し、脆弱性を評価します。豊富な警備診断・コンサルティングや運用などの実
績にもとづくALSOKの知見と、サイバー空間のペネトレーションテストに関
するGMOサイバーセキュリティ byイエラエのノウハウを連携させ、物理・サ
イバーの両面をカバーする高度なセキュリティ診断サービスを実現しました。

ITインフラを支える基盤として社会的意義の
高いオープンソースソフトウェア（OSS）の開
発者に対し、セキュリティ強化を開発段階から
支援する「GMOオープンソース開発者応援
プログラム」を2025年7月より開始しました。初回支援として、GMO 
Flatt Securityが開発したセキュリティ診断AIエージェント「Takumi 
byGMO」を無料で提供します。支援対象は、所定の応募条件を満たし、
メンテナンス状況などを総合的に判断する審査を通過した開発者（個人・
法人）です。多くのOSSは、ボランティアに支えられ、セキュリティ対策の
ための資金や人材が不足しています。GMOインターネットグループは、本
プログラムを通じてOSSの安全性・信頼性向上に貢献します。

「.貴社名」申請・運用支援サービスを提供

オープンソース開発者応援プログラムを開始

新たなセキュリティ診断サービスを共同開発

記者会見後の記念撮影の様子
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株主の皆様へ 連結業績ダイジェスト クローズアップサマリー（2025年4月1日　�2025年6月30日）

▼インターネットセキュリティ事業
「ネットのセキュリティもGMO」プロジェクトを推進「100年単位で継続する

企業グループ」へ向けて

代表取締役グループ代表
会長�兼�社長執行役員・CEO

熊谷�正寿

▼第2四半期決算のポイント

インターネットセキュリティ事業は、
「すべての人に安全な未来を」という
想いのもと、インターネットにおける
あらゆる脅威に対抗し、信頼と安心で
満たされた環境を守るべく、「暗号セ
キュリティ」「サイバーセキュリティ」「ブランドセキュリティ」の各
領域において、最先端の技術を駆使したセキュリティサービス
を提供しています。
現在、グループパートナー約8,000名のうち、およそ1,100名
がセキュリティに係わる業務に従事し、事業会社ごとに高度な専
門性を発揮する体制を敷いています。暗号セキュリティ領域で
は、認証局の技術・ノウハウを持つGMOグローバルサインが盗
聴・改ざん・なりすましを防止。サイバーセキュリティ領域では、
ホワイトハッカー集団であるGMOサイバーセキュリティ byイ
エラエとGMO Flatt Securityがサイバー攻撃対策を講じ、ブ
ランドセキュリティ領域では、GMOブランドセキュリテイが知
財・商標の運用ノウハウを活かし、なりすまし監視と削除支援を
担います。
そして2025年2月、当事業は「ネットのセキュリティもGMO」
プロジェクトを始動しました。パスワード漏洩診断やサイトリス
ク診断などを無料提供する「GMOセキュリティ24」を皮切りに、
新たな施策を次々に打ち出していきます。

岩盤ストック収益は盤石、25年度も順調な折り返し
私たちGMOインターネットグループは「GMOイズム」とい
う共通の価値基盤に基づいて長期目線の経営を進めてい
ます。100年単位で継続する企業グループとなるべく、
25年1月に事業持株会社体制から純粋持株会社に近い立
ち位置へ移行しています。
25年12月期第2四半期の連結業績は増収増益の決算と
なりました。インフラを中心に、将来成長へ向けた前向きな
先行投資をこなしつつ、VC投資売却損益を除くベースで
四半期最高営業利益を、第1四半期に続き連続で創出する
ことができました。上半期（1-6月）の営業利益は300億に
迫る水準となり、25年度も順調に折り返すことができたと
考えています。また、持続的な成長のためにはストックの積
み上げが重要だと考えています。この点、インフラのみな
らず、グループ全体で岩盤ストック化を進めています。
そして、本年度から新たに独立セグメントとしている「ネット
セキュリティ事業」についてです。特に、社会的要請の高ま
りもあり、サイバーセキュリティ事業を展開するイエラエ、
フラットが大きく伸長しました。また、「第一想起ブランド確
立」に向けた「すべての人に安心な未来を」のキャッチフ
レーズのもと進行している「ネットのセキュリティもGMO」
プロジェクトも順調に進捗しています。中長期の成長ドライ
バーとすべく一層の強化育成を図ってまいります。
今後も持続的成長の実現、企業価値の拡大を目指してま
いります。株主の皆さまには今後も格別のご理解とご支援
を賜りますようお願い申し上げます。

▼セグメント別の概況�（単位百万円、カッコ内は前年同四半期比増減率）

42,794 （6.0%増）売上高

11,443 （5.4%増）売上高

9,936（11.5%増）営業利益

4,686 （�−�）営業利益

インターネットインフラ事業

インターネット金融事業

インターネットセキュリティ事業

インターネット広告・メディア事業

暗号資産事業

インキュベーション事業

5,168 （4.9%増）売上高

8,366 （4.5%減）売上高

1,730 （3.0%減）売上高

123（15.8%増）売上高

△47 （�−�）営業利益

655（14.3%減）営業利益

405 （5.3%増）営業利益

△614 （�−�）営業利益

※第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを変更しております。

（前年同期比58.8%増）（前年同期比5.0%増）

71,004百万円 15,206百万円

当第2四半期

売上高 営業利益

事業会社

強み

サービス・
製品

盗聴・改ざん・
なりすまし防止
（暗号セキュリティ）

なりすまし監視・
削除支援

（ブランドセキュリティ）

サイバー攻撃対策
（サイバーセキュリティ）

認証局の技術・
運用ノウハウ

知財・商標の
運用ノウハウ

ホワイトハッカーの
技術力

脆弱性診断・
ペネトレーションテスト
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事業会社
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サービス・
製品
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なりすまし防止
（暗号セキュリティ）

なりすまし監視・
削除支援

（ブランドセキュリティ）

サイバー攻撃対策
（サイバーセキュリティ）

認証局の技術・
運用ノウハウ

知財・商標の
運用ノウハウ

ホワイトハッカーの
技術力

脆弱性診断・
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（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

（受付時間：土日祝祭日及び会社休業日を除く平日10:00～18:00）

専用ホームページ https://yutai.gmo.jp/
お問い合わせ先 03-6633-4355

⃝株主優待はこちら（GMOインターネットグループ株式会社 株主優待事務局）

0120-782-031（フリーダイヤル）

⃝株式事務手続きはこちら（三井住友信託銀行株式会社 証券代行部）

6、12月末日において1単元以上所有の株主様に対し、株主優待関連
書類を郵送にて送付しています（郵送の目安：6月末「権利確定」→ 
9月下旬／12月末「権利確定」→3月中旬）。下記1～4の内容すべて
を併用いただくと12,100円相当と大変お得な内容になっております。

1　四半期配当

2.�GMOクリック証券における当社株式買付手数料キャッシュバック
1.GMOコインにおけるビットコイン付与2,100円分

3.GMOクリック証券での売買手数料キャッシュバック
4.�GMOインターネットグループがご提供する各種サービスのご利用料

※ 株主優待の申請手続きやより詳しい情報につきましては専用ホーム
ページをご確認ください。▶https://yutai.gmo.jp/

2　株主優待

詳細につきましては同封の「株主優待のご案内」
に記載の内容をご覧ください。ご利用方法やお
得なサービス等をご紹介しています。

「株主優待のご案内」もご覧ください。

※ ログインには「株主番号」「郵便番号」が必要となります。
株主番号につきましては同封の「配当金計算書」をご参照
ください。または、三井住友信託銀行株式会社（下記連絡
先ご参照）でもご案内しております。

3　お問い合わせ先

１
〜
４ 

す
べ
て
利
用
可
能

▼期初方針に基づき16.8円の配当

2025年1月1日

2025年6月30日

第 2 四 半期決算報告
2025年 12月期

2025

（単位：円） １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 配当総額

2025年 17.6 16.8 — — 34.4

2024年 17.2 6.9 7.7 10.0 41.8

第一想起ブランド確立への積極展開 株主様向けインフォメーション
「ネットのセキュリティもGMO」プロジェクトは、セキュリティ事業各社
が持つ高度な技術を結集したプロダクトの投入とイベント開催を連続
的に実施し、脅威対策を強力に推進することで、第一想起ブランドの
確立を目指すものです。ここでは、直近のプロダクトをご紹介します。

GMOブランドセキュリティ株式会社は、「GMO
『.貴社名』申請・運用支援サービス」の提供を
2025年5月より開始しました。本サービス
は、インターネットの国際管理機関「ICANN」
がブランドTLD（トップレベルドメイン）の申請
受付を2026年春に実施することを受け、企
業や団体が独占利用可能な「ドット会社名」の形でのドメイン取得をワンス
トップでサポートするものです。ブランドTLDの申請受付は14年ぶりで、イン
ターネット上の「超一等地」を取得する10年に一度のチャンスと言えます。な
りすまし防止やフィッシング対策としても極めて有効であり、ぜひ多くのお客
様にご活用いただくべく、グループを挙げて取り組みを進めています。

GMOサイバーセキュリティ byイエ
ラエは、ALSOK株式会社と共同で、
物理空間からサイバー空間まで一気
通貫で不正侵入リスクを可視化する
セキュリティ診断サービス「ALSOK 
& GMO サイバー物理ペネトレー
ションテスト」を開発し、2025年7月よりお客様への提案を開始しました。ペ
ネトレーションテストは、攻撃者の手法を模してシステムやネットワークに侵入
し、脆弱性を評価します。豊富な警備診断・コンサルティングや運用などの実
績にもとづくALSOKの知見と、サイバー空間のペネトレーションテストに関
するGMOサイバーセキュリティ byイエラエのノウハウを連携させ、物理・サ
イバーの両面をカバーする高度なセキュリティ診断サービスを実現しました。

ITインフラを支える基盤として社会的意義の
高いオープンソースソフトウェア（OSS）の開
発者に対し、セキュリティ強化を開発段階から
支援する「GMOオープンソース開発者応援
プログラム」を2025年7月より開始しました。初回支援として、GMO 
Flatt Securityが開発したセキュリティ診断AIエージェント「Takumi 
byGMO」を無料で提供します。支援対象は、所定の応募条件を満たし、
メンテナンス状況などを総合的に判断する審査を通過した開発者（個人・
法人）です。多くのOSSは、ボランティアに支えられ、セキュリティ対策の
ための資金や人材が不足しています。GMOインターネットグループは、本
プログラムを通じてOSSの安全性・信頼性向上に貢献します。

「.貴社名」申請・運用支援サービスを提供

オープンソース開発者応援プログラムを開始

新たなセキュリティ診断サービスを共同開発

記者会見後の記念撮影の様子
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